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道
21
世
紀
新
聞
が
発
行
さ
れ
て

９
年
経
ち
、
今
回
は
第
40
号
で
あ

る
。
厳
し
い
環
境
下
に
あ
っ
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
発
行
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
関
係
者
の
ご
尽
力
に
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

私
も
発
行
当
初
か
ら
こ
の
欄

「
ハ
ロ
ハ
ロ
」
を
受
け
持
ち
支
援

し
て
き
た
が
、
改
め
て
「
ハ
ロ
ハ

ロ
」
の
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
み

た
い
。

　
「
公
」
は
、「
ハ
」（
開
か
れ
た
）

と
「
ム
」
＝
「
ロ
」（
場
所
）
に

分
解
さ
れ
る
の
で
、
誰
も
が
自
由

に
使
用
で
き
る「
開
か
れ
た
場
所
」

（
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ　

Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
）
の

意
が
あ
る
。私
の
姓「
谷
口
」は「
ハ

ハ
ロ
ロ
」
に
分
解
さ
れ
、
順
序
を

入
れ
替
え
る
と「
ハ
ロ
ハ
ロ
」、「
ハ

ロ
」
＝
「
公
」
の
２
乗
と
勝
手
な

解
釈
を
し
て
い
る
。

　

価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、

「
私
」
の
自
由
と
権
利
が
優
先
主

張
さ
れ
が
ち
だ
が
、
同
時
に
他
人

の
自
由
と
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
同
様
に
「
私
」

は
「
公
」
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。「
私
」
の
幸
せ
の
上

に
「
公
」
の
幸
せ
が
、「
公
」
の

幸
せ
の
上
に
「
私
」
の
幸
せ
が
、

と
い
う
好
循
環
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
公
」
と
「
私
」
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
想
い
で
、本
欄
を
「
ハ
ロ
ハ
ロ
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
。

　

道
路
は
、
公
共
事
業
＝
悪
と
い

う
流
れ
に
沿
っ
て
批
判
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
道

の
駅
」
は
大
変
好
意
的
に
捉
え
ら

れ
て
い
る
。「
道
の
駅
」
は
、
休

憩
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
地
域

連
携
機
能
の
ほ
か
、
防
災
機
能
が

備
わ
り
道
路
利
用
者
や
地
域
住
民

に
身
近
な
施
設
と
受
け
止
め
ら

れ
、
地
域
活
性
化
の
新
た
な
拠
点

と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
て
い

る
。「
道
の
駅
」
登
録
制
度
発
足

か
ら
21
年
を
経
て
、
現
在
１
０
１

４
の
駅
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
厳

し
い
環
境
下
に
あ
っ
て「
道
の
駅
」

の
更
な
る
進
化
を
期
待
す
る
声
が

大
き
い
。「
道
の
駅
」
は
道
路
利

用
者
や
地
域
住
民
の
「
開
か
れ
た

場
所
」
で
あ
る
と
の
原
点
に
立
ち

戻
っ
て
、
自
主
的
、
独
創
的
、
柔

軟
な
種
々
の
取
り
組
み
に
よ
る
進

化
が
望
ま
れ
る
。

　

更
に
、進
化
し
た「
道
の
駅
」が
、

点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
と
続

く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
全
体
と

し
て
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
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農業と国土

進
化
し
た
「
道
の
駅
」
が
地
域
発
展
に
貢
献

市
民
が
取
り
組
む
防
災
が
重
要

　

国
は
公
共
事
業
と
し
て
国
土
強

靭
化
計
画
を
進
め
て
い
る
。
大
災

害
に
備
え
る
対
策
と
し
て
必
要
だ

が
、
防
災
は
道
路
や
施
設
整
備
だ

け
で
な
く
、
市
民
が
取
り
組
む
対

策
も
重
要
な
国
土
強
靭
化
だ
と
思

う
。
市
民
が
取
り
組
む
防
災
と
い

う
と
消
火
訓
練
や
防
災
グ
ッ
ズ
が

頭
に
浮
か
ぶ
が
、
そ
れ
で
充
分
だ

ろ
う
か
。
以
前
、
東
南
海
地
震
で

は
救
助
部
隊
到
着
ま
で
２
週
間
か

か
る
と
発
表
さ
れ
た
。
私
た
ち
は

２
週
間
と
い
う
期
間
を
防
災
対
策

と
し
て
想
定
し
て
い
る
か
。

　

家
庭
の
食
料
備
蓄
は
平
均
３
日

と
い
う
。
４
日
目
以
降
10
日
間
の

食
料
は
何
処
に
備
蓄
が
あ
る
の

か
。
大
災
害
で
は
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
が
止
ま

る
。
10
日
間
の
燃
料
と
水
は
何
処

に
あ
る
の
か
。
身
近
な
避
難
場
所

の
食
料
備
蓄
は
ど
の
程
度
か
調
べ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
避
難
場
所

に
何
人
避
難
し
て
く
る
か
調
べ
れ

ば
、
大
変
な
こ
と
が
分
か
る
。

　

私
の
地
域
の
避
難
場
所
の
食
料

備
蓄
は
地
域
全
員
が
避
難
し
た
場

合
、
１
日
で
無
く
な
る
と
分
か
っ

た
。
近
く
の
航
空
自
衛
隊
基
地
を

見
学
に
行
き
食
料
備
蓄
を
調
べ
た

ら
、
隊
員
の
食
料
備
蓄
し
か
無
か

っ
た
。
３
・
11
で
は
、
遠
い
県
の

基
地
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
食
料

を
運
び
、
そ
れ
を
被
災
地
に
ヘ
リ

で
運
ん
だ
そ
う
だ
。

　

富
士
山
の
噴
火
も
最
近
浮
上
し

た
。
火
山
弾
が
遠
く
ま
で
飛
ぶ
被

害
想
定
が
出
て
い
る
が
火
山
灰
が

問
題
だ
。
大
量
に
降
れ
ば
ヘ
リ
は

飛
べ
ず
、
周
辺
道
路
は
通
行
不
能

と
な
り
、
10
日
間
の
食
料
を
確
保

し
な
い
と
大
変
だ
。
10
日
間
で
は

餓
死
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
老
人
や

子
供
に
は
切
実
な
問
題
だ
。

　

こ
の
欄
で
以
前
、
ス
イ
ス
の
防

災
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
ス
イ
ス

で
は
半
年
間
、
国
民
が
飢
え
な
い

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
国
土
を
強

靭
に
す
る
道
路
や
堤
防
整
備
は
必

要
だ
が
、
防
災
は
初
期
、
中
期
、

長
期
で
考
え
る
も
の
だ
。
初
期
防

災
は
誰
も
が
意
識
し
て
い
る
が
、

中
長
期
の
防
災
は
意
識
し
な
い
。

災
害
は
何
時
起
こ
る
か
読
め
ず
、

起
き
て
か
ら
考
え
て
も
遅
い
。
多

く
の
人
は
国
や
市
町
村
が
対
策
を

考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
が
、
災
害

は
議
論
を
待
っ
て
く
れ
な
い
。

　

ス
イ
ス
の
防
災
と
同
じ
く
、
シ

ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
と
い
う
文
章
も

書
い
た
が
、
国
の
政
策
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
地
域
の
暮
ら
し
と
命

を
守
る
活
動
は
、
市
民
が
自
ら
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

　

私
は
ス
イ
ス
と
ド
イ
ツ
の
教
訓

を
活
か
し
、
10
年
前
か
ら
地
域
で

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
地

域
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
防
災
活
動
に

転
換
す
る
試
み
だ
。
交
流
活
動
と

し
て
展
開
し
て
き
た
餅
つ
き
、
ソ

ー
メ
ン
流
し
、
収
穫
祭
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
、
防
災
の
視
点
で

組
み
直
す
こ
と
を
始
め
た
。

　

地
域
防
災
の
基
本
は
食
料
と
燃

料
と
水
。
そ
の
３
つ
を
拠
点
に
整

備
し
、
地
域
住
民
の
手
で
10
日
以

上
の
炊
き
出
し
が
可
能
と
な
る
仕

　

英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
に
位
置
す
る
ク
ロ
ー
マ

ー
桟
橋
。
１
９
０
１
年
（
明
治
34
年
）
に
完
成
し
１
１

０
年
余
を
経
る
。
昨
年
12
月
、
英
国
沿
岸
部
を
襲
っ
た

60
年
ぶ
り
の
高
波
で
、
桟
橋
の
一
部
に
被
害
が
出
て
復

旧
さ
れ
た
。
供
用
以
来
６
度
の
高
波
や
船
舶
衝
突
の
被

害
に
遭
い
、
そ
の
都
度
復
旧
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
は
北

海
に
面
し
、
日
本
海
側
の
冬
の
風
浪
よ
り
も
条
件
が
厳

し
い
。
供
用
当
時
の
写
真
と
昨
年
撮
影
し
た
写
真
で
分

か
る
よ
う
に
、
何
回
も
被
害
に
遭
い
な
が
ら
当
時
の
面

影
が
残
り
、
今
も
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
ビ
ク
ト
リ

ア
朝
の
雰
囲
気
を
持
つ
係
留
施
設
と
し
て
の
形
状
を
保

つ
。
桟
橋
頭
部
に
は
劇
場
が
あ
り
、
背
後
に
エ
レ
ガ
ン

ト
な
ホ
テ
ル
が
建
ち
、
人
々
の
散
策
や
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
我
が
国
な
ら
対
策
の
た
め
沖
合
に
防
波
堤

を
設
け
た
り
、
桟
橋
の
外
縁
部
を
強
固
に
し
て
形
状
が

変
わ
る
だ
ろ
う
。

　

英
国
沿
岸
部
に
は
58
の
桟
橋
が
現
存
す
る
。
そ
の
多

く
は
同
じ
よ
う
に
地
元
に
愛
さ
れ
守
り
続
け
ら
れ
、
成

海と共に生きる③ 当時の形状にこだわる英国桟橋
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長
し
て
い
る
。
何
故

か
？　

英
国
人
の
構

造
物
設
計
や
維
持
管

理
の
思
想
に
あ
る
の

で
は
、
構
造
物
が
存

在
す
る
自
然
条
件
や

そ
れ
を
利
用
す
る
人

間
に
規
定
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考

え
た
。
ま
ず
は
自
然

条
件
。
英
国
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
に
乗
っ

た
島
嶼
で
、
地
震
も

ほ
と
ん
ど
な
い
安
定

し
た
地
盤
だ
。
周
辺

水
深
も
浅
く
海
底
勾
配
も
緩
や
か
な
た
め
潮
汐
の
影
響

を
受
け
干
満
の
差
（
６
㍍
～
14
㍍
）
が
大
き
い
。
我
が

国
最
大
は
有
明
海
の
６
㍍
。
こ
う
し
た
海
域
の
係
留
施

設
は
桟
橋
が
適
し
て
い
る
。
桟
橋
は
周
辺
海
浜
の
変
形

に
も
影
響
が
少
な
く
保
全
に
も
適
す
る
。

　

係
留
機
能
だ
け
で
な
く
服
を
着
て
い
て
も
濡
れ
ず
に

沖
合
数
百
㍍
先
ま
で
歩
い
て
行
け
る
。
沖
合
風
景
と
共

に
、
振
り
返
る
と
海
か
ら
の
陸
地
の
風
景
が
広
が
り
非

日
常
的
な
景
観
が
味
わ
え
る
場
だ
。
こ
れ
ら
が
自
然
に

マ
ッ
チ
し
た
桟
橋
の
設
計
思
想
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
時

の
桟
橋
形
状
に
こ
だ
わ
る
維
持
管
理
の
思
想
を
さ
ら
に

考
え
た
い
。（
一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
　
八
尋
明
彦
）

オープン時（1901 年）のクローマー桟橋（引用：「British 
Piers」 National Piers Society）右は現在（2013年7月撮影）

地域の人が間伐材の薪を備蓄

夕陽が丘そとめ
中島宏史駅長

　夕日の美しい角力灘を一望できるレ

長崎市東出津町 149-2
国道 202 号　　TEL.0959-25-1430　　　　　

ストランでは、郷土料理、姉妹都市フランス地方
都市の家庭料理がおすすめ。テイクアウト館では、
明治時代に福祉活動に献身し姉妹都市の縁を築い
たフランス人神父製法指導の「ドロ様ソーメン」
や田舎まんじゅう、かんころ餅が人気です。

能生
池田尚平店長

　新潟屈指の漁港に隣接し、日本海の

新潟県糸魚川市能生小泊 3596-2
国道 8 号　　TEL.025-566-3456

海の幸、特産の紅ずわいがにをはじめとする地魚
が鮮魚横丁にあふれています。レストランの鮮魚
メニューも豊富。日本海夕日ラインの眺望ポイン
トでもあり、彫刻の並ぶ海洋公園でサンセットの
散歩は格別です。マンモス駐車場は４５０台収容。

童謡のふる里おおとね
島田和男店長

　新鮮野菜、減化学肥料の特別栽培米コ

埼玉県加須市佐波 258-1
県道 46 号線埼玉大橋近く　  TEL.0480-72-2111

シヒカリ、つる付きイチゴ（とちおとめ、やよい
ひめ）、いちごとまと（トマトベリー）などお勧め
農産物を取り揃えています。レストランでは手打
ちそば、黒米うどんが人気。周辺休耕田で夏から
６〜 10 月に咲くホテイアオイの花園も見もの。


